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歳
入
全
体
の
う
ち
自
主
財
源

は
、
21
億
６
３
８
７
万
円
（
24
・

２
％
）
で
、
大
部
分
は
国
や
県
な

ど
に
頼
っ
た
依
存
財
源
の
67
億
８

４
５
６
万
円
（
75
・
８
％
）
に
よ

り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
大
半
を
占
め
る
町

税
は
、
昨
年
度
か
ら
１
１
２
０
万

円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

依
存
財
源
の
う
ち
地
方
交
付
税

は
、
平
成
27
年
度
か
ら
５
年
間
を

か
け
て
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
る
合

併
特
例
加
算
措
置
が
３
年
目
を
迎

え
た
こ
と
に
加
え
、
一
昨
年
に
実

施
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ

る
影
響
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
か

ら
２
億
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■
自
主
財
源

町
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る

財
源

■
依
存
財
源

国
や
県
に
定
め
ら
れ
た
額
を

交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て

ら
れ
た
り
す
る
財
源

■
町
税

町
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い

た
だ
く
税
金
（
町
民
税
や
固

定
資
産
税
な
ど
）

■
地
方
交
付
税

町
が
一
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
た
め
に
、
国
か
ら
町

に
交
付
さ
れ
る
お
金

■
地
方
譲
与
税

国
税
と
し
て
徴
収
し
た
も
の

を
、
国
が
町
へ
譲
与
し
た
お

金■
町
債

学
校
や
道
路
な
ど
を
建
設
す

る
た
め
、
国
や
金
融
機
関
な

ど
か
ら
調
達
す
る
長
期
の
借

入
金

用
語
の
解
説
（
１
）

平成29年度の　まちの予算　が決まりました

一般会計　　89億4,843万1千円（前年度比　6億4,605万円増）
総　　額　151億9,051万9千円（前年度比　6億346万7千円増）

一般会計　歳入（自主財源と依存財源で構成）

使用料及び手数料

1億8844万円(2.1%)

分担金及び負担金

5835万7千円

(0.6%)

財産収入

4306万円

(0.5%)

その他自主財源

10億869万2千円

(11.3%)

町税

8千円(9.7%)8億6531万

国庫支出金

4億9665万5千円(5.5%)

県支出金

5億6240万9千円

(6.3%)

町債

8億4020万円

(9.4%)

地方交付税

46億2000万円

(51.6%)

その他依存財源

2億6530万円(3.0%)

歳入
89億
4843万
1千円
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■
投
資
的
経
費

道
路
や
学
校
の
建
設
な
ど
に

要
す
る
経
費
（
普
通
建
設
事

業
費
、
災
害
復
旧
事
業
費
）

■
義
務
的
経
費

法
令
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
支

出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

経
費
（
人
件
費
、
扶
助
費
、

公
債
費
）

■
繰
出
金

特
別
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
た
り
収
支
の
不
足
分
を

補
う
た
め
に
他
の
会
計
（
特

別
会
計
な
ど
）
へ
支
出
す
る

経
費

■
扶
助
費

社
会
保
障
制
度
の
中
で
必
要

と
さ
れ
る
、
各
種
法
令
に
基

づ
く
経
費

■
公
債
費

町
の
借
金
返
済
に
か
か
る
経

費■
物
件
費

町
の
経
費
の
う
ち
消
費
的
性

質
を
も
つ
経
費
（
賃
金
、
旅

費
、
需
用
費 

な
ど
）

用
語
の
解
説
（
２
）

　

歳
出
を
性
質
別
と
目
的
別
の
グ

ラ
フ
で
表
し
て
い
ま
す
。
性
質
別

の
グ
ラ
フ
で
見
る
と
、
人
件
費
が

５
６
８
１
万
円
減
少
。
物
件
費
は

「
久
万
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
の

備
品
購
入
費
の
計
上
な
ど
に
よ
り

９
８
３
６
万
円
の
増
加
。
補
助
費

等
は
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
開

催
さ
れ
る
「
え
ひ
め
国
体
」
の
開

催
経
費
補
助
や
「
森
林
・
林
道
再

生
基
盤
づ
く
り
事
業
」
な
ど
の
事

業
費
の
伸
び
に
よ
り
６
４
２
０
万

円
の
増
加
。
普
通
建
設
事
業
費
は

「
久
万
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築

工
事
」
や
「
し
尿
処
理
施
設
緊
急

修
繕
工
事
」
の
実
施
な
ど
に
よ
り

４
億
７
１
６
４
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

性
質
別
経
費
の
内
訳
は
、
義
務

的
経
費
が
37
億
９
８
０
万
円（
41・

４
％
）、
投
資
的
経
費
が
11
億
５

０
３
０
万
円
（
12
・
９
％
）、
そ

の
他
経
費
40
億
８
８
３
２
万
円

（
45
・
７
％
）
で
す
。

一般会計　歳出（「目的別」と「性質別」）

※町の財務書類については、ホームページ『財政状況』のコーナーで詳しい内容をご覧になれます。

歳出
89億
4843万
1千円
投資的経費

(12.9%)

災害復旧事業費

750万円(0.1%)

物件費

15億5395万7千円(17.4%)

維持補修費

5300万9千円(0.6%)

補助費等

11億5489万3千円

(12.9%)

貸付金

690万1千円(0.1%)

投資及び出資金

3851万3千円(0.4%)

積立金

2902万6千円(0.3%)

繰出金

12億4202万5千円(13.9%)

人件費

19億5396万2千円(21.8%)

扶助費

6億6604万7千円

(7.4%)

公債費

10億8979万5千円

(12.2%)

普通建設事業費

11億4280万3千円(12.8%)

予備費

1000万円(0.1%)

土木費
5億7419万円
(6.4%)

農林水産業費
112億3955万 千円

(13.8%)

(12.7%)

衛生費
11億3557万 千円8

議会費
6863万7千円
(0.8%)

総務費

(13.7%)
12億2330万4千円

民生費

(20.1%)
17億9512万8千円

消防費

(4.7%)
4億1946万8千円

商工費

(2.3%)
2億956万2千円

災害復旧費
750万円
(0.1%)予備費

1000万円
(0.1%)

公債費

(12.2%)
10億8959万5千円

教育費

(13.1%)
11億7591万8千円
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●
議
会
費 

６
８
６
４
万
円

★
空
家
等
対
策
計
画
策
定
業
務
委

託 

３
４
６
万
円

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

業
務
委
託 

１
３
０
３
万
円

★
協
働
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築 

 

４
５
３
万
円

★
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

 

１
６
２
万
円

★
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち
づ
く
り
事
業

 

１
６
４
万
円

★
面
河
地
域
運
営
協
議
会
設
立
に

向
け
た
事
業 

３
１
３
万
円

●
集
会
所
修
繕
補
助
金

 

３
０
０
万
円

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
（
５

名
） 

１
９
３
９
万
円

★
地
域
運
営
協
議
会
形
成
事
業

 

２
４
７
万
円

●
交
通
安
全
対
策
費
８
９
３
万
円

●
防
犯
対
策
費 

６
６
９
万
円

●
生
活
路
線
バ
ス
費

 

２
８
０
３
万
円

★
国
道
33
号
線
代
替
バ
ス
運
行
経

費 

２
２
０
４
万
円

●
会
館
費 

２
１
３
７
万
円

★
産
業
文
化
会
館
照
明
設
備
改
修

工
事 

８
０
０
０
万
円

●
情
報
通
信
費 

５
８
６
６
万
円

★
特
別
個
人
情
報
安
全
管
理
措
置

対
応
支
援
業
務
委
託

 

３
３
５
万
円

●
移
住
者
用
住
宅
改
修
事
業
補
助

金 

１
２
６
０
万
円

★
町
議
会
議
員
選
挙
費

 

９
４
４
万
円

　

※
４
月
16
日
が
投
票
日
で
す
。

★
土
砂
災
害
に
対
応
し
た
防
災

マ
ッ
プ
の
作
成 

３
６
９
万
円

●
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

 

７
５
４
４
万
円

保
健
福
祉  

26
億
３
７
４
７
万
円

行
財
政  

27
億
４
２
１
８
万
円

●継続事業　★新規事業

一
般
会
計
の
主
な
事
業

本
年
度
の
テ
ー
マ

　
「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
、

　
　
　
　

住
ん
で
み
た
い
」ま
ち
づ
く
り

平成29年度　会計別予算額
区　　　　分 Ｈ２８ Ｈ２９ 増　減 増減率

一　　般　　会　　計 8,302,381 8,948,431 646,050 7.8
特　　別　　会　　計 4,105,359 4,112,349 6,990 0.2
国民健康保険事業 1,648,500 1,611,000 △37,500 △2.3
国民健康保険診療所事業 92,547 90,427 △2,120 △2.3
後期高齢者医療保険事業 158,000 150,000 △8,000 △5.1
介護保険事業 1,704,105 1,746,453 42,348 2.5
訪問看護事業 22,751 22,667 △84 △0.4
農業集落排水事業 173,557 173,249 △308 △0.2
公共下水道事業 254,016 262,029 8,013 3.2
浄化槽事業 37,409 42,010 4,601 12.3
凶荒予備事業 7,109 7,134 25 0.4
分譲宅地造成事業 7,365 7,380 15 0.2
企　　業　　会　　計 2,179,312 2,129,739 △49,573 △2.3

町立病院
収 益 921,400 937,113 15,713 1.7
資 本 141,228 77,539 △63,689 △45.1

町立老人保健施設
収 益 292,350 298,118 5,768 2.0
資 本 30,573 47,658 17,085 55.9

簡易水道
収 益 481,437 449,920 △31,517 △6.5
資 本 312,324 319,391 7,067 2.3

総　　　　計 14,587,052 15,190,519 603,467 4.1
※企業会計予算額は収入を計上しています。

（単位：千円・％）

　平成16年の町村合併以降、当初予算額
は縮小傾向にありましたが、平成22年度
以降は地方交付税や経済対策のための臨
時交付金が増額交付となり予算額は一時
的に増加。その後はほぼ横ばいで推移し
ています。今年度は久万学校給食セン
ターの建築工事やし尿処理施設緊急修繕
工事などの実施により前年度比7.8％の
増となっています。

町の予算規模の推移

H20

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29

一般会計 特別会計 企業会計

（単位：百万円）

8,102 4,688 1,384

8,172 4,514 1,303

9,111 4,740 1,310

8,744 4,602 1,301

8,445 4,706 1,290

8,570 4,616 1,282

8,619 4,631 1,328

8,469 4,708 1,297

8,303 4,105 2,179

8,948 4,112 2,130

8,102 4,688 1,384

8,172 4,514 1,303

9,111 4,740 1,310

8,744 4,602 1,301

8,445 4,706 1,290

8,570 4,616 1,282

8,619 4,631 1,328

8,469 4,708 1,297

8,303 4,105 2,179

8,948 4,112 2,130
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●
高
齢
者
福
祉
費

 

７
億
２
４
８
５
万
円

●
障
害
者
福
祉
費

 
３
億
７
４
２
１
万
円

●
隣
保
館
費 
１
１
２
６
万
円

●
さ
さ
ゆ
り
荘
運
営
費

 

１
億
１
７
７
３
万
円

★
愛
顔
の
子
育
て
応
援
事
業

 

６
０
０
万
円

※
３
歳
未
満
児
に
県
と
町
の
事

業
で
紙
お
む
つ
購
入
券
を
支

給
し
ま
す
。

●
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

 

２
４
７
２
万
円

●
児
童
福
祉
施
設
費

 

１
億
１
８
４
９
万
円

●
予
防
費  

３
５
９
６
万
円

●
ご
み
・
し
尿
収
集
運
搬
業
務

 

３
３
８
０
万
円

●
ご
み
焼
却
処
分
業
務
委
託

 

６
７
０
７
万
円

★
し
尿
処
理
施
設
緊
急
修
繕
工
事

 

１
億
１
５
５
１
万
円

●
民
間
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業

 

６
５
０
万
円

●
町
道
芋
坂
線
舗
装
工
事

 

１
０
０
０
万
円

●
町
道
大
坊
公
園
線
改
良
工
事

生
活
環
境  

10
億
７
３
７
８
万
円

 

３
０
０
０
万
円

●
県
営
道
路
改
良
事
業
負
担
金

 

２
５
９
９
万
円

●
橋
り
ょ
う
点
検
業
務
委
託

 

３
０
０
０
万
円

●
町
道
宮
の
前
明
神
線
道
路
改
良

　

工
事 

３
１
５
０
万
円

●
町
道
大
坊
公
園
他
改
築
工
事

 

３
５
６
０
万
円

●
久
万
美
術
館
自
主
企
画
展
開
催

費 

７
９
２
万
円

●
山
岳
博
物
館
夏
の
特
別
展
開
催

費 

１
７
１
万
円

★
明
神
小
学
校
他
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
導
入
経
費 
２
７
７
万
円

●
町
ふ
る
さ
と
奨
学
金

 

３
６
０
万
円

●
上
浮
穴
高
等
学
校
振
興
対
策
協

議
会
補
助
金 

１
３
４
１
万
円

★
美
川
小
学
校
校
舎
等
改
修
工
事

 

１
６
５
万
円

★
直
瀬
小
学
校
通
学
路
等
舗
装
工

事 

２
５
０
万
円

●
小
中
学
校
代
替
バ
ス
の
運
行

 

１
２
２
６
万
円

●
子
ど
も
の
成
長
応
援
事
業
補
助

　

金 

３
２
９
万
円

●
遠
距
離
通
学
（
園
）
補
助
金

教
育
文
化  

13
億
５
４
９
８
万
円

 

１
３
４
９
万
円

★
久
万
中
学
校
体
育
館
照
明
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化 

１
０
０
０
万
円

●
公
民
館
費 

２
９
１
０
万
円

★
渋
草
公
民
館
浄
化
槽
設
置
、
宅

内
排
水
工
事 

２
８
０
万
円

●
図
書
館
費 

２
２
１
７
万
円

●
文
化
財
保
護
費
１
８
１
２
万
円

●
え
ひ
め
国
体
開
催
経
費

 

６
０
９
９
万
円

※
え
ひ
め
国
体
が
９
月
30
日
か
ら

10
月
10
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

★
久
万
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築

　

工
事
他
整
備

 

３
億
９
４
２
５
万
円

●
農
村
環
境
保
全
向
上
活
動
支
援

　

事
業 

９
８
４
万
円

●
農
産
物
産
地
化
支
援
事
業

 

５
０
０
万
円

★
認
定
農
業
者
経
営
改
善
支
援
事

業 

３
２
０
万
円

●
鳥
獣
被
害
防
止
事
業

 

９
０
０
万
円

●
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業

 

２
１
１
２
万
円

●
道
の
駅
「
天
空
の
郷
さ
ん
さ

ん
」
事
業
運
営
費

 

２
億
８
３
５
万
円

産　

業  

11
億
４
０
０
２
万
円

●
野
地
横
通
地
区
棚
田
地
区
保
全

整
備
事
業 

３
４
３
０
万
円

●
槇
の
川
地
区
基
盤
整
備
工
事

 

５
８
０
０
万
円

★
林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ

デ
ル
事
業
業
務
委
託

 

１
０
０
０
万
円

★
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
促

進
事
業
業
務
委
託
８
０
０
万
円

●
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付

金 

２
７
９
０
万
円

●
森
林
整
備
担
い
手
確
保
育
成
対

策
事
業 

３
４
８
２
万
円

●
美
し
い
森
林
づ
く
り
基
盤
整
備

交
付
金 

１
億
７
２
８
万
円

●
林
業
経
営
支
援
補
助
金

 

１
５
０
０
万
円

●
林
道
ゴ
ン
ゲ
ン
線
外
３
路
線
開

設
工
事
、
林
道
上
林
河
之
内
線

外
２
路
線
改
良
工
事

 

１
億
７
０
０
万
円

●
林
道
古
味
中
久
保
線
開
設
工
事

 

８
０
０
万
円

●
森
林
基
幹
道
長
崎
明
神
山
線
開

設
工
事 

１
０
０
０
万
円

★
面
河
渓
遊
歩
道
整
備
工
事

 

３
０
０
万
円

★
旧
国
民
宿
舎
面
河
解
体
工
事

 

５
８
９
０
万
円

★
石
鎚
山
系
連
携
事
業
協
議
会
負

担
金  

７
５
０
万
円
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◀
新
し
く
入
荷
し
た
手
ぬ
ぐ
い
、
缶
バ
ッ
チ
、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
。
シ
ョ
ッ
プ
に
は
全
部
で

16
種
が
並
び
ま
す
。

学芸員のつぶやき
■春の星、木星、彗星と話題が多いです。
特に気になるのが彗星で、撮影するとど
のように写るか楽しみです。今年のＧＷ
は月明かりの影響が少なく天体の撮影に
好都合なので、気合を入れて撮影します。

学芸員のつぶやき
■３月中旬、頂き物の本場広島のカキ、
嫌というほど食べました。これまでのカ
キ人生で最高にうまい、大満足カキでし
た。やっぱり本場は伊達じゃない！そう
思われるような山岳博物館にしようと満
腹で思った夜。

「春の大曲線と木星」
天体観測館 41－0110
天体ブログ
http://ameblo.jp/kuma-obs/

見に来て！博物館グッズ
面河山岳博物館 58－2130
山岳ブログ
http://blog.goo.ne.jp/omohaku582130

　

間
も
な
く
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
で
す
。
ゆ
っ
く
り
星
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

今
年
の
春
は
木
星
が
見
ご
ろ
を

迎
え
て
い
ま
す
。
ど
こ
の
公
開
天

文
台
で
も
木
星
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。
望
遠
鏡
で
木
星
を
観
察
し
て

縞
模
様
が
何
本
見
え
る
か
試
し
て

く
だ
さ
い
。
２
本
は
必
ず
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

北
の
空
は
北
斗
七
星
が
見
え
ま

す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
ひ
し
ゃ

く
の
形
を
し
て
い
ま
す
。
柄
の
部

分
に
輝
く
３
つ
の
星
を
き
れ
い
な

曲
線
で
結
び
伸
ば
し
て
い
く
と
、

う
し
か
い
座
の
ア
ル
ク
ト
ゥ
ル
ス

に
、
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
く
と
お

と
め
座
の
ス
ピ
カ
に
当
た
り
ま

す
。
こ
れ
で
「
春
の
大
曲
線
」
が

で
き
あ
が
り
ま
す
。
し
か
し
今
年

は
ス
ピ
カ
の
そ
ば
に
明
る
い
木
星

が
輝
く
た
め
、
間
違
え
て
木
星
に

つ
な
げ
て
し
ま
い
ま
す
。
間
違
え

る
大
曲
線
も
珍
し
い
た
め
確
か
め

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
タ
ッ
ト
ル
ー
ジ
ャ
コ

ビ
ニ
ー
ク
レ
サ
ー
ク
彗
星
」
の
条

件
が
良
く
７
等
と
明
る
く
な
り
ま

す
。
こ
と
座
の
ベ
ガ
の
近
く
で
す

か
ら
遅
い
時
間
に
観
察
で
き
る
で

し
ょ
う
。
撮
影
で
き
れ
ば
ブ
ロ
グ

に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。 

（
藤
田
）

　

当
館
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ

プ
に
は
他
の
お
店
で
は
ち
ょ
っ
と

買
え
な
い
よ
う
な
「
変
な
も
の
」

が
並
ん
で
い
ま
す
。
化
石
や
鉱

物
、
カ
エ
ル
や
昆
虫
イ
ラ
ス
ト
の

メ
モ
帳
、
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
下
敷
き

な
ど
な
ど
。
こ
れ
ら
の
品
ぞ
ろ
え

に
は
「
博
物
館
グ
ッ
ズ
を
通
し
て

自
然
科
学
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら

い
た
い
！
」
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
す
。

　

生
き
物
に
興
味
の
な
い
人
で

も
、
素
敵
な
デ
ザ
イ
ン
の
グ
ッ
ズ

で
あ
れ
ば
「
う
わ
ー
変
な
の
ー
、

で
も
か
わ
い
ー
」
と
手
に
と
っ
て

く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
き
っ
か
け
か
ら
身
の
周
り
の
自

然
に
一
瞬
で
も
目
が
向
い
て
く
れ

た
ら
も
う
け
も
の
！
皆
さ
ん
と
自

然
の
架
け
橋
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
作
っ

た
り
、
卸
業
者
さ
ん
を
探
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
４
月
か
ら
新
た
に

販
売
を
始
め
た
お
ス
ス
メ
商
品
を

紹
介
し
ま
す
。
カ
エ
ル
や
カ
メ
、

ダ
ン
ゴ
ム
シ
、
イ
モ
ム
シ
を
デ
ザ

イ
ン
に
し
た
缶
バ
ッ
チ
や
手
ぬ
ぐ

い
な
ど
、
気
持
ち
悪
く
て
カ
ワ
イ

イ
博
物
館
グ
ッ
ズ
で
す
。
実
は

真
っ
先
に
買
っ
て
し
ま
う
の
は
職

員
な
の
か
も･･･

。 

（
矢
野
）

◀
春
の
大
曲
線
（
今
年
は
木
星
に
結
び
そ
う

に
な
り
ま
す
）
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ち
ょ
っ
と
遠
い
西
予
で
「
久
万

高
原
発
掘
50
年
の
足
跡
」
が
は
じ

ま
っ
て
い
ま
す
。
早
速
見
に
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
一
部
屋
丸
ご
と

久
万
高
原
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
改
め
て
、
遺
跡
に
か
か

わ
る
文
化
財
が
本
町
に
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

見
学
し
て
の
感
想
で
す
が
、
久

万
高
原
町
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で

の
発
掘
の
歩
み
を
学
び
、
こ
れ
か

ら
を
考
え
て
い
く
う
え
で
極
め
て

よ
い
機
会
と
思
い
ま
し
た
。
展
示

に
は
、
上
黒
岩
岩
陰
遺
跡
を
中
心

と
す
る
遺
物
や
、
各
種
資
料
が
展

示
さ
れ
、
本
遺
跡
の
重
要
性
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
何

よ
り
も
四
国
で
も
指
折
り
の
歴
史

文
化
博
物
館
で
、
１
つ
の
町
を

テ
ー
マ
と
し
た
考
古
学
の
展
示
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
は
、
地
方
創
生

と
い
う
意
味
で
も
画
期
的
な
こ
と

で
す
。

　

今
年
も
久
万
高
原
町
で
調
査
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
50
年

を
学
び
、
こ
れ
か
ら
の
50
年
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
こ
と
の
で
き
る
展
示

で
す
。
町
民
の
皆
様
も
、
ぜ
ひ
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

 

（
遠
部
）

学芸員のつぶやき
■考古館も開館しました。ホンモノの線
刻礫（女神石）が沖縄から帰ってきまし
たのでぜひお越しください。

久万高原発掘50年の足跡はじまる!
Special Exhibition was held!

久万高原町教育委員会（上黒岩考古館） 21－0139
http://www.kumakogen.jp/modules/
education_new_front/index.php?content_id=42

▶
開
催
初
日
に
見
学
し
た
文
化
財
保
護
審
議

委
員
会
の
委
員
さ
ん
。
皆
さ
ん
も
続
い
て

く
だ
さ
い
！

つぶやき
■ここで、つぶやくのは来月から新しい
学芸員の中島小巻さん。学芸員が不在
だった３カ月の代役を終え、バトンタッ
チします。

久万美３０年
久万美術館 21－2881
久万美ブログ
http://blog.goo.ne.jp/kuma-museum

　

全
国
の
市
立
、
町
立
の
美
術

館
、
博
物
館
の
う
ち
、
開
館
し
て

か
ら
15
年
、
20
年
で
閉
館
し
て
し

ま
っ
た
り
、
行
政
か
ら
切
り
捨
て

ら
れ
た
り
し
た
所
は
い
く
つ
も
あ

り
ま
す
。
ど
っ
こ
い
、
久
万
美
術

館
は
久
万
町
、
久
万
高
原
町
の
直

営
で
、
30
年
間
も
生
き
続
け
て
き

ま
し
た
。

　

30
年
も
た
つ
と
、
親
か
ら
子
ど

も
へ
、
世
代
交
代
し
ま
す
。
時
代

も
様
変
わ
り
し
て
い
き
ま
す
。
人

が
変
れ
ば
、
社
会
も
変
わ
る
。
そ

れ
が
、
30
年
と
い
う
時
の
流
れ
。

30
年
間
も
生
き
続
け
ら
れ
る
の

は
、
二
つ
の
世
代
、
二
つ
の
時
代

に
存
在
価
値
が
認
め
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

美
術
の
世
界
で
、
よ
く
言
わ
れ

る
こ
と
の
一
つ
。
作
家
が
亡
く

な
っ
て
、
30
年
後
に
回
顧
展
が

開
か
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
人
は

「
本
物
」。
こ
れ
は
、
何
も
作
家

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
美
術

館
な
ど
に
も
通
用
す
る
は
ず
。
久

万
美
が
来
年
、
30
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
「
本
物
の
美

術
館
」
で
あ
る
証
な
の
で
す
。

 

（
髙
木
）

企画展のあと収蔵した戸谷
成雄の作品（上）と多和圭三
の作品（左）
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意
欲
的
に
経
営
や
技
術
の
改
善

に
取
り
組
み
、
地
域
社
会
の
発
展

に
貢
献
し
て
い
る
個
人
・
団
体
を

表
彰
す
る
第
46
回
日
本
農
業
賞

で
、
久
万
高
原
ト
マ
ト
部
会
（
渡

部
進
部
会
長
）
が
集
団
組
織
の
部

で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

渡
部
部
会
長
は
「
45
年
余
り
、

地
域
農
業
の
振
興
を
目
指
し
て
努

力
し
て
き
た
。
今
後
も
農
地
を
守

り
、
地
域
農
業
を
発
展
さ
せ
た

い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

３
月
７
日
、
日
本
消
防
会
館

ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
第
69
回
日
本
消
防
協
会
定
例

表
彰
で
、
町
消
防
団
が
特
別
表
彰

「
ま
と
い
」
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
「
ま
と
い
」は
、
全
国
の
消
防
団

の
う
ち
、
毎
年
10
団
の
み
が
受
章

で
き
る
消
防
団
と
し
て
最
高
の

栄
誉
あ
る
表
彰
で
、
土
居
団
長
は

「
住
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
地

域
防
災
の
要
と
し
て
、
更
に
精
進

し
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

日
本
農
業
賞
で
優
秀
賞
を
受
賞　

ト
マ
ト
部
会

特
別
表
彰
「
ま
と
い
」
を
受
章　

町
消
防
団

授章式に参加した土居団長と関係者の皆さん 受賞したトマト部会の皆さん

　

県
内
に
お
い
て
優
れ
た
環
境
保

護
活
動
を
続
け
て
い
る
団
体
を
表

彰
す
る
三
浦
保
環
境
賞
・
愛
媛
県

奨
励
賞
を
、
面
河
山
岳
博
物
館
の

「
モ
モ
ン
ガ
ク
ラ
ブ
」
が
受
賞
し

ま
し
た
。

　

モ
モ
ン
ガ
ク
ラ
ブ
は
、
９
年
前

に
結
成
さ
れ
た
自
然
観
察
・
調
査

グ
ル
ー
プ
で
、
町
民
限
定
で
参
加

で
き
る
生
物
部
で
す
。
今
後
も
地

域
の
自
然
を
体
験
し
知
る
こ
と
が

で
き
る
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
四
国
を
訪
れ
る

観
光
客
の
増
加
を
図
る
た
め
、
四

国
ら
し
い
風
景
や
街
並
み
な
ど
を

選
定
す
る
「
四
国
八
十
八
景
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」（
事
務
局　

四
国
地

方
整
備
局
）
で
、
四
国
カ
ル
ス
ト

が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
選
定
を
機
会
に
、
さ
ら

に
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
多
く
の
お
客
様

に
愛
さ
れ
る
場
所
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

環
境
保
護
活
動
の
普
及
・
発
展
に
寄
与

四
国
八
十
八
景
に
選
定　

四
国
カ
ル
ス
ト

四国八十八景に選ばれた四国カルストの風景 受賞したモモンガクラブ（写真は同館の矢野学芸員）
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地
域
支
え
合
い
応
援
セ
ミ
ナ
ー

公
開
講
座
（
町
社
協
主
催
）
が
３

月
４
日
、
町
産
業
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
、
約
２
０
０
人
の
参
加
者

が
、
未
来
の
地
域
を
共
に
創
造
す

る
ヒ
ン
ト
を
、
講
演
や
３
つ
の
事

例
報
告
か
ら
学
び
ま
し
た
。

　

講
師
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
よ
コ
コ

ロ
ザ
シ
大
学
泉
谷
学
長
は
「
協
働

は
手
段
。
目
的
を
共
有
し
、
ゴ
ー

ル
を
意
識
し
な
が
ら
想
像
力
と
創

造
力
を
駆
使
し
よ
う
」
と
お
話
し

し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
四
国
バ
ス
「
久
万
高
原

線
」
の
う
ち
久
万
～
落
出
間
の
廃

止
に
伴
っ
て
、
同
区
間
を
引
き
継

い
で
運
行
す
る
町
営
バ
ス
「
久
万

落
出
線
」
の
出
発
式
が
３
月
31

日
、
Ｊ
Ｒ
久
万
高
原
駅
や
ま
な
み

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
発
式
の
あ
い
さ
つ
で
河
野
町

長
は
「
町
民
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ

ん
観
光
客
の
利
用
も
期
待
し
て
い

る
。 （
委
託
事
業
者
に
は
）快
適
で

安
全
な
運
行
に
努
め
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

地
域
で
の
支
え
合
い
を
考
え
る
講
座
を
開
催

４
月
１
日
か
ら
運
行
開
始　

町
営
代
替
バ
ス

テープカットで出発を祝う関係者の皆さん 公開講座での事例報告の様子

　

３
月
５
日
、
面
河
文
化
協
会
主

催
の
第
28
回
お
も
ご
ふ
れ
あ
い
芸

能
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
石
鎚
天

狗
太
鼓
の
演
奏
に
始
ま
り
、
舞

踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
詩
吟
、
ピ
ア

ノ
、
ギ
タ
ー
演
奏
や
ビ
ン
ゴ
大
会

な
ど
で
大
に
ぎ
わ
い
の
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
18
日
に
は
久
万
文
化
協

会
主
催
に
よ
る
第
29
回
久
万
地
区

芸
能
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
９
つ

の
部
門
か
ら
17
グ
ル
ー
プ
が
出
演

し
、
躍
動
感
あ
る
踊
り
や
美
し
い

歌
声
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

生
涯
学
習
活
動
の
成
果
を
披
露

久
万
と
面
河
で
芸
能
発
表
会

三味線教室の皆さんによる演奏

初出演だった菅由美さん（左）と近藤綾さん

中学生も出演した三坂馬子唄保存会による発表
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総
務
係　

行
政
係

人
事
係　

選
挙
係

総

務

行

政

班

班
長
◎
中
川　

茂
俊

　

沖
中　

敬
史
、　

大
西　

洋
三

　

片
山　

知
美
、　

坂
本
か
よ
子

秘
書
係　

広
報
・
広
聴
係

政
策
係　

行
政
改
革
係

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係

情
報
通
信
係

秘

書

政

策

班

班
長　

渡
部　

定
明

○
大
野　

美
鈴
、　

窪
田　

成
志

○
栗
下　

順
子
、　

伊
藤　

敦
志

　

渡
部　

和
孝
、　

髙
岡　

智
哉

　

西
田　

朋
洸

財
政
係　

管
財
係

財

政

管

財

班

班
長　

林　
　

克
也

　

岡　

真
智
子
、　

伊
藤　

千
恵

　

石
丸　

寛
人
、　

西
野　
　

健

　

山
本　

隆
昭
、　

渡
部　

邦
広

　

安
宅　

孝
輔

総
務
課
付

　
　

愛
媛
県
派
遣　
　
　
　
　

片
岡　

伸
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西　

巧
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
岡　

和
輝

　
　

総
務
課
付　
　
　
　
　
　

西
村　

友
子

総

務

課

課
長　

佐
藤　

理
昭

副

町

長

髙
山　

稔
明

町

長

河
野　

忠
康

◎ 

昇
格
　
　
○ 

昇
任

 

新
規
採
用

平
成
29
年
度　

久
万
高
原
町
役
場　

職
員
配
置

一

般

行

政

明賀　真美 （保健福祉課）
　生まれ育った地元に貢献
できるよう、精励恪勤しま
す。

吉岡佐保里（住民課）
　堅実にこつこつと業務を
こなし、いつかは大きな事
業を引っ張っていきたいで
す。

柳沢　帆貴（住民課）
　職員として皆様に信頼し
ていただくため、真摯に職
務に取り組んでいきたいと
思います。

二宮　直人（総務課）
　早く職務に慣れ、久万高
原町の皆様に必要とされる
職員になれるよう努めま
す。

安西　昭裕さん
　自然豊かな久万高原町で
楽しく仕事をしたいと思っ
ております。よろしくお願
いします。

県
・
町
人
事
交
流
で
農
業

戦
略
課
に
着
任
し
ま
し
た

町
立
病
院
の
内
科
医
師
と
し
て
　

原
　
和
也
医
師
が
着
任
し
ま
し
た

新
規
採
用
職
員
の
紹
介

　

町
の
組
織
・
機
構
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
新

設
や
変
更
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１　

総
務
課
に「
危
機
管
理
室
」を
置
き
ま
し
た
。

２　

農
政
課
を「
農
業
戦
略
課
」、
林
業
課
を「
林

業
戦
略
課
」
に
課
名
変
更
し
ま
し
た
。

３　

美
術
館
統
括
事
務
局
を
廃
止
し
、
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
Ｇ
を
新
設
し
ま
し
た
。

４　

企
画
観
光
課
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｇ
と
移
住
促

進
班
の
２
班
を
加
え
、
「
ふ
る
さ
と
創
生
課
」

と
改
名
し
ま
し
た
。

５　

道
の
駅
推
進
室
を
「
道
の
駅
推
進
班
」
に
し

ま
し
た
。

原　 和也 医師
　まだまだ未熟ではありま
すが、地域医療に貢献でき
るように努力をしていきた
いと思います。

危

機

管

理

室

室
長
◎
石
割　

眞
一

◎
﨑
山　

辰
徳
、

二
宮　

直
人

危
機
管
理
係
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山澤　正彦（町立病院）
　今までに培った経験を活
かし地域医療に貢献できた
らいいなと思っています。
よろしくお願いいたします。

藤田　愛衣 （教育委員会事務局）
　子どもたちの健やかな成
長を支えられるよう、笑顔
を大切に精一杯がんばりま
す。

髙野真利亜 （教育委員会事務局）
　明るく元気に笑顔を絶や
さず、子どもたちと共に成
長できるよう頑張ります。

一野　智（環境整備課）
　地域の方との交流を大切
にして、仕事や行事などに
積極的に取り組んでいきた
いです。

髙橋麻梨奈 （教育委員会事務局）
　今までの保育の経験を生
かして子どもたちが毎日笑
顔で過ごせるようにがんば
ります。

小坂　侑平 （林業戦略課）
　時代の大流、少子高齢
化、人口減少に負けぬよ
う、基幹産業林業の発展振
興に努めます。

平岡　貴昭（町立病院）
　患者さんの思いに寄り添
うことのできる看護師にな
れるよう、日々努力してい
きます。

住

民

課

課
長　

森　
　
　

博戸
籍
町
民
係

人
権
啓
発
係

国
保
年
金
係

町
県
民
税
係

固
定
資
産
税
係

収
納
管
理
係

　

菅　
　

朋
子
、　

中
川　

久
美 

吉
岡
佐
保
里

　

大
西　
　

聡
、　

仲
渡　

尚
美 

　

菅　
　

儀
憲

　

近
澤　

雅
彦
、　

菅　
　

和
幸

　

亀
井　

弘
江
、　

松
下　

昌
司

　

丸
山　

健
太
、　

平
川　

健
太

柳
沢　

帆
貴

住

民

生

活

班

国

保

年

金

班

税
務
・
収
納
管
理
班

班
長　

菅　
　

徹
夫

班
長
◎
藤
田
美
寿
穂

班
長　

山
下　

元
司

保
健
福
祉
課

課
長
◎
中
岡　

瑞
恵社

会
福
祉
係

障
害
者
福
祉
係

社

会

福

祉

班

班
長　

西
森　

建
次

　

岩
本　

久
美
、　

並
松　

真
弓

　

筒
井　

由
香
、　

髙
岡　
　

幸

　

有
明　

美
恵
、　

田
中　

理
惠

　

佐
伯　

泰
史
、　

團
上　

昂
志

高
齢
者
福
祉
係

介
護
保
険
係

長

寿

介

護

班

班
長　

大
北　

康
子

　

菅　

あ
ゆ
み
、　

中
川　

昌
泰

　

黒
川　

由
紀
、　

佐
伯　

香
奈

　

大
西
亜
紀
子

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

篠
﨑　

幸
子
、　

畝
本　

幸
男

　

渡
部　

卓
二
、　

佐
々
木
将
史

　

藤
原　

友
明

柳

谷

支

所

支
所
長　

岩
市　

幸
広

○
堀
田　

梅
子
、
○
相
原　

和
乃

美

川

支

所

支
所
長
◎
髙
岡　

政
明

　

高
岡
さ
ち
江
、　

櫻
田　

美
紀

中島　小巻 （ふるさと創生課）
　久万美作品の素晴らしさ
を皆に知ってもらえるよう
頑張ります。よろしくお願
いします。

面

河

支

所

支
所
長
◎
松
本　

利
広

　

中
川　

伸
二
、　

菅　
　

理
恵
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議
会
事
務
局

　

大
野　

由
紀

事
務
局
長　

土
居　

昭
彦

農
業
委
員
会

事

務

局

　

坪
谷　

頼
都

事
務
局
長　

篠
﨑　

慶
太

（
農
業
戦
略
課
長
併
任
）

事
務
長
◎
髙
岡　

常
夫

保
健
推
進
係

　

竹
内　

泰
子
、　

松
村　

美
子

　

西
森　

里
枝
、　

篠
崎　

由
紀

　

片
山　

千
晶
、　

西
山　

智
子

　

岡　
　

裕
子
、　

上
田　
　

恵

　

水
野
ゆ
か
り
、　

上
場
須
美
子

明
賀　

真
美

保

健

推

進

班

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

さ

さ

ゆ

り

荘

班
長
◎
吉
岡　

美
鈴

施
設
長　

岡
野
早
百
合

（
総
括
局
長
兼
務
）

　

谷
本　
　

香
、　

井
上　

美
子

　

重
藤　

亜
矢
、
◎
小
野　

輝
子

◎
樽
茶
恵
里
加
、　

石
原　

清
湖

　

井
上　

好
美
、　

尾
花　
　

仁

　

堀
口　

道
人
、　

小
倉　

大
征

環
境
整
備
課

課
長　

浮
田　

幸
路

環

境

衛

生

班

班
長　

釣
井　

好
春

環
境
衛
生
係

　

菅　
　

雄
介
、

一
野　
　

智

水
道
係

下
水
道
係

上

下

水

道

班

班
長　

藤
岡　

和
雄

　

近
藤　

康
明
、　

沖
中　

博
美

　

西
山　

哲
史
、　

髙
橋　

充
将

　

渡
部　

和
也

斎
場

　

伊
藤　

哲
博

建

設

課

課
長　

髙
橋　
　

誠建
築
係

管
理
係

管

理

建

築

班

◎
山
中　

泰
文
、　

吉
田　
　

務

　

菅　
　

友
紀
、　

大
栩　

寿
志

　

石
元　

篤
也
、　

友
井　

拓
海

公
共
土
木
係

農
業
土
木
係

林
業
土
木
係

公

共

土

木

班

班
長　

辻
本　

元
一

（
管
理
建
築
班
長
兼
務
）

農

林

土

木

班

班
長　

西
森　
　

稔

　

大
南　

千
寿
、　

村
上　

里
美

　

大
西　

康
雄
、　

大
西　

淳
史

　

菅　
　

隼
人

　

中
田　

孝
治
、
○
友
井　

利
幸

○
日
野　

寿
昭

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

ふ
る
さ
と
創
生
課

課
長
◎
大
野　

和
也

班
長
◎
中
村　

彰
正

商
工
係　

観
光
係

公
園
係　

観
光
施
設
係

道
の
駅
推
進
班

班
長　

猪
上　

浩
明

商

工

観

光

班

移

住

促

進

班

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｇ

　

岡　
　

誠
也
、　

片
岡　

里
香

久

万

美

術

館

面
河
山
岳
博
物
館

天

体

観

測

館

　

大
野　

一
仁
、　

杉
原
美
和
子

中
島　

小
巻

　

岡
山　

健
仁
、　

矢
野　

真
志

　

藤
田　

康
英

　

坂
本　

耕
紀
、　

土
居　

通
成

　

大
西　

紀
子
、　

川
崎　

竜
司

　

菅　

壮
一
郎
、　

倉
橋　

広
幸

班
長　

中
川　

隆
範

班
長　

木
下　

勝
也
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◎ 

昇
格
　
　
○ 

昇
任

 

新
規
採
用

教

育

委

員

会

事

務

局

事
務
局
長　

中
川　

邦
彦

教

育

長

日
野　

和
也

学

校

教

育

班

班
長　

西
村　

哲
也

　

大
野　

明
美

美
川
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー

　

小
松
美
津
子
、　

上
沖　

文
孝

久
万
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー

　

角
谷　

慎
治
、　

十
亀　
　

渚

美

川

幼

稚

園

　

木
下　

弘
美

お
も
ご
幼
稚
園

　

横
川　

佳
奈

仕
七
川
幼
稚
園

　

丸
山　

洋
子
、　

久
保　

真
紀

髙
橋
麻
梨
奈

父
二
峰
幼
稚
園

　

宮
内　

晴
恵
、　

山
本
健
太
郎

直

瀬

幼

稚

園

　

矢
野　
　

龍
、

髙
野
真
利
亜

畑
野
川
幼
稚
園

　

石
丸　

和
子
、　

池
田　

洋
子

　

大
野　

早
苗
、　

清
水　
　

彩

　

菅　
　

優
樹
、

藤
田　

愛
衣

久

万

幼

稚

園

　

板
橋　
　

桂
、　

松
本
奈
緒
美

明

神

幼

稚

園

◎
西
森
正
一
郎

柳

谷

小

学

校

　

正
岡　

和
栄
、
○
近
藤　

和
美

　

小
倉　

佳
昌

学
校
教
育
係

施
設
管
理
係

　

近
藤　

亜
紀

柳

谷

幼

稚

園

農
業
戦
略
課

林
業
戦
略
課

課
長
◎
篠
﨑　

慶
太

（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
併
任
）

課
長　

菅　
　

隆
則林

業
振
興
係

林

業

振

興

班

班
長　

玉
井　
　

猛

（
森
林
整
備
班
長
兼
務
）

　

石
村
光
四
郎
、　

田
中　

豊
嗣

　

若
藤　

広
幸

森
林
整
備
係

公
有
林
係

森

林

整

備

班

　

小
野　

哲
也
、　

植
本　

誠
滋

小
坂　

侑
平

農
業
振
興
係

農

業

振

興

班

班
長

安
西　

昭
裕

（
愛
媛
県
よ
り
派
遣
）

　

髙
木　
　

勉
、　

中
川　

準
子

　

谷
田　

和
美
、　

髙
岡　
　

光

　

上
本
慎
太
郎

農
業
公
園

◎
竹
前　

誠
人
、　

小
倉　

和
恵

　

露
口
美
惠
子
、　

成
田　

裕
子

　

重
岡　
　

茜

出

納

室

会
計
管
理
者
◎
梶
家　

和
彦

班
長　

中
森　

信
子

（
国
体
推
進
班
長
兼
務
）

社
会
教
育
係

生

涯

学

習

班

　

和
田　

雅
志
、
○
川
崎　

具
美

◎
中
川　

昌
美
、　

遠
部　
　

慎
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◎ 

昇
格
　
　
○ 

昇
任

 
新
規
採
用

病
院
・
老
人
保
健
施
設

院　

長　

金
岡　

光
雄

副
院
長　

大
野　

一
登
（
父
二
峰
診
療
所
長
兼
務
）

病
院
事
業
等
統
括
事
務
局

事
務
局
長　

和
田　

利
章

（
病
院
事
業
等
統
括
事
務
局
長
兼
務
）

内　
　
　

科

事

務

局

医

局

　

大
政　

公
昭
、　

大
野
百
合
恵

○
菅
能
美
津
江
、　

久
万
川
公
子

　

内
科
医
長　

松
木　

克
之

　

医　
　

師

原　
　

和
也

　

日
野　

優
司
、　

吉
田　

恵
子

　

佐
藤　

昭
久

面
河
支
所

美
川
支
所

柳
谷
支
所

図
書
館

Ｂ
＆
Ｇ
久
万
海
洋

セ
ン
タ
ー

　

三
浦　
　

誉

　

西
岡　
　

信

　

平
野　

勝
規

　

丸
山　

陽
司
、　

岩
崎
か
お
り

外　
　
　

科

　

外
科
医
長　

鈴
木　

偉
一

総
合
診
療
科

　

総
合
診
療
科
医
長　

森
實　

岳
史

（
老
人
保
健
施
設
あ
け
ぼ
の
施
設
長
兼
務
）

国

体

推

進

班

　

山
内　

賢
彦
、　

片
山　

栄
治

　

清
水　

隆
浩
、　

矢
野　
　

豪

国
体
推
進
係

整
形
外
科

心
療
内
科

眼　
　
　

科

　

非
常
勤
医
師

町
立
病
院

消
防
本
部
・
署

◎ 

昇
格

消
防
本
部

消
防
長　

織
川　

真
二

次　

長　

平
岡　

幸
夫

課
長　

髙
野　
　

貢

課
長　

正
岡　
　

靖

司　

令　

大
野　

秋
義

　
　
　
　

渡
部　

豊
和

　
　
　
　

石
丸　

修
嗣

　
　
　

◎
山
本　
　

学

消

防

総

務

課

消

防

課

署
長　

平
岡　

幸
夫
（
兼
務
）

消

防

署

三　
　

部
（
９
人
）

副
署
長　

山
内　
　

弘

小
隊
長　

高
岡　

憲
一

池
田　

信
行

竹
田　

大
介

脇
川　

隼
人

中
森　

崇
史

釣
井　

拓
良

正
岡　
　

真

高
岡　

柾
宏

二　
　

部
（
９
人
）

副
署
長　

岡
本　
　

剛

小
隊
長　

岡
田　

基
徳

　

片
岡　

伸
也

　

渡
部　

尚
智

　

菅　
　

治
樹

◎
小
椋　

雅
志

　

光
田　

健
亮

　

小
倉　

徹
也

　

伊
藤　

啓
司

一　
　

部
（
９
人
）

消
防
課
長　

正
岡　
　

靖

副
署
長　

明
賀　
　

徹

　
　
　
（
小
隊
長
兼
務
）

大
野　

憲
仁

岡
田　

成
志

木
山　

広
太

渡
部　

佑
也

佐
藤　

亮
介

釣
井　

雄
太

美
川
支
署（
９
人
）

支
署
長
◎
山
口　

直
樹

山
本　

康
志

平
柳　
　

衛

梅
木　

耕
二

河
野　

祐
範

白
石　

敦
嗣

古
見　

祐
貴

川
﨑
新
太
郎

中
矢　

竜
介
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父

二

峰

診

療

所

面

河

診

療

所

老
人
保
健
施
設

あ
け
ぼ
の

訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

薬
局
長
心
得　

松
岡　
　

綾

薬

局

歯

科

　

臨
時
職
員

　

中
平　

千
佳

室
長
補
佐　

平
岡　

章
司

検

査

室

　

中
野　

友
博

放

射

線

室

　

濱
口　

正
紀
、

山
澤　

正
彦

リ

ハ

ビ

リ

テ
ー
シ
ョ
ン
室

　

瀧
本　

順
平
、　

木
透　

笑
里

　

平
柳　

富
美
、　

辻　
　

博
子

給

食

室

　

田
中
佐
知
子

　

西
村　

靖
子
、
◎
天
野
か
お
り

　

中
川　

裕
子

　

梶
川
小
百
合
、　

友
井　

紀
子

　

武
市　
　

純
、　

久
万
川
明
宏
、　

岡
本　

竜
也
、　

吉
田
千
恵
子

　

沼
田
美
智
子
、　

長
山
ひ
と
み
、　

水
本　

晴
代
、　

宮
田　

智
絵

　

正
岡
都
津
江
、　

藤
原　

恵
美
、　

菅　

佐
知
子
、　

西
山
実
千
代

　

大
野　

真
琴
、　
長
曽
我
部
真
平
、　

林　
　

俊
博
、　

梅
木　

美
和

　

菅　
　

寿
子
、　

坂
本
カ
ヲ
リ
、　

石
割　

祐
子
、　

伊
藤　

綾
野

　

坂
本　

菜
月
、　

武
内　

葵

所
長　

北
代　

正
大
（
嘱
託
・
兼
務
）

所
長　

大
野　

一
登
（
兼
務
）

　

施 

設 

長　

森
實　

岳
史
（
兼
務
）

　

医　
　

師　

北
代　

正
大（
嘱
託・兼
務
）

　

事 

務 

長　

西
野　

恵
子

◎
看
護
師
長　

八
幡
美
奈
子

看
護
部
長　

伊
藤　

初
枝

　

北
山
由
香
里
、
◎
髙
田　

弘
美
、　

目
戸　

好
美

　

露
口　

晶
子
、　

山
地　

礼
子
、　

河
口　

慶
太

　

平
塚　
　

梓
、　

西
野　

幸
恵
、　

小
田
原
麻
菜

　

大
野　

由
香
、　

石
丸　

幸
子
、　

奥
村　

裕
子

　

長
谷
美
和
子
、　

三
浦
美
代
子
、　

河
口　

麻
矢

　

小
川　

悠
里
、　

三
輪
田
美
穂
、　

大
野
由
美
子

平
岡　

貴
昭
、　

鳩
根
須
賀
子
、　

森　

美
由
起

　

片
岡　

晶
美
、　

梶
原　
　

札
、　

和
泉　

美
幸

　

和
泉　

里
枝
、　

崎
山　

千
歳
、　

小
黒
さ
と
子

　

栗
田　

貢
輔
、　

大
西　

里
鶴
、　

亀
井　

千
凡

　

石
割　

大
貴
、　

宮
田　

祥
平

　

岡
本　

愛
子
、　

上
沖　

美
恵
、　

平
野　

貴
仁

一
般
病
棟

療
養
病
棟

在
宅
支
援

セ
ン
タ
ー

看
護
師
長

西
岡　

美
香

看
護
師
長

小
川
か
お
り

　

平
塚　

明
美
、　

坂
本　

富
恵

　　 　

臨
時
職
員

　

山
本　

紀
子

　

【
外
科
、
整
形
外
科
兼
務
】

内　
　
　

科

中
央
処
置
室

中
央
材
料
室

外　
　
　

科

整
形
外
科

心
療
内
科

眼　
　
　

科

看

護

部

外　
　

来

看
護
師
長
◎
山
村　

哲
勅



役場からのお知らせ

広報 久万高原４月号 16

学
生
の
方
は

　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」の

　
　
　
　
　
　
　
　

申
請
を
！

【申請窓口】
・住民課 国保年金班
21－1111
（内線135）

・松山東年金事務所
089－946－2146

　

20
歳
に
な
れ
ば
、
大
学
や
短
大
各
種
専
門
学
校

な
ど
に
在
学
し
て
い
る
学
生
の
方
も
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
所
得
が
少
な
く
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
に
、
将
来
、
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
や
、
不

慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
に
障
害
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
ご
本
人
の
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

一
般
の
保
険
料
免
除（
全
額
免
除
・
一
部
納
付
）

の
場
合
は
、
世
帯
主
と
配
偶
者
の
所
得
も
含
め
て

免
除
の
対
象
と
な
る
か
判
定
し
ま
す
が
、
学
生
納

付
特
例
は
ご
本
人
の
所
得
の
み
で
判
定
し
ま
す
。

　

前
年
度
に
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
方

で
、
引
き
続
き
学
生
納
付
特
例
を
申
請
す
る
場
合

は
、
４
月
上
旬
に
年
金
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ
て

い
る
ハ
ガ
キ
様
式
の
申
請
書
に
、
学
校
名
、
氏

名
、
住
所
な
ど
を
ご
記
入
の
う
え
、
郵
便
ポ
ス
ト

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
！
今
年
度

申
請
受
付
は
４
月
か
ら
で
す

へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ハ
ガ
キ
を
紛
失

し
て
い
る
場
合
は
、
前
年
度
と
同
様
に
窓
口
で
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
（
ハ
ガ
キ
で
申
請
さ
れ
る

方
は
不
要
で
す
）

・
学
生
証
（
写
し
）
ま
た
は
在
学
証
明
書
（
原
本
）

・
印
鑑

　

学
生
納
付
特
例
期
間
中
に
ケ
ガ
や
病
気
で
障
害

や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合

は
、
障
害
の
状
態
に
応
じ
て
障
害
基
礎
年
金
が
、

遺
族
（「
子
の
あ
る
妻
・
夫
」
と
「
子
」）
の
方

は
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
事
故
が
発
生
す
る
ま

で
の
国
民
年
金
の
加
入
期
間
の
３
分
の
２
以

上
の
期
間
に
つ
い
て
、
保
険
料
が
納
付
、
免

除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特

例
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
も
し
く
は
事
故
の
直

前
の
１
年
間
に
未
納
が
な
い
こ
と
が
必
要
で

す
。

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

納　　付 学生納付特例 未　　納
障害基礎年金
遺族基礎年金

（受給資格期間）

○
入ります

○
入ります

×
入りません

老
齢
基
礎
年
金

受給資格
期　　間

○
入ります

○
入ります

×
入りません

年金額に
計　　算

○
されます

×
されません

×
されません

※　障害基礎年金および遺族基礎年金を受給するためには一定の受給要件があります。
※　 学生納付特例期間が承認された期間の保険料は、10年以内であれば、古い期間から順に
納付が可能です（ただし、承認を受けた期間の翌年度から起算して、３年度目以降は、
当時の保険料に一定の金額が加算されます）。
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【問い合わせ先】
住民課 国保年金班
21-1111
（内線124･139）

国
民
健
康
保
険
に
加
入
も
し
く
は
脱
退
す
る
場
合
な
ど
は・・・

14
日
以
内
に
忘
れ
ず
届
け
出
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
い
ま
し
ょ
う
！

▼
支
給
対
象
者

　

第
十
回
特
別
弔
慰
金
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日

（
基
準
日
）
に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶

助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
遺
族
年
金
」
な
ど
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等

の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
に
、
戦
没
者
等

の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
（
※
戦

没
者
等
の
死
亡
後
に
生
ま
れ
た
方
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
）。

１　

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

取
得
し
た
方

２　

戦
没
者
等
の
子

３　

戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟

姉
妹

４　

前
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等

内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

▼
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

▼
請
求
期
間

　

平
成
30
年
４
月
２
日
（
月
）
ま
で

▼
請
求
窓
口

　

久
万
高
原
町
役
場
本
庁
お
よ
び
各
支
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
健
福
祉
課 

社
会
福
祉
班


（
２
１
）
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ん

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

お
済
み
で
す
か
？

国保に加入するとき
こんなとき 届出に必要なもの

他の市区町村から転入してきたとき 転出証明書・印鑑
勤務先の健康保険をやめたとき（または被扶養
者でなくなったとき）

勤務先の健康保険をやめた証明書（また
は被扶養者でなくなった証明書）・印鑑

子どもが生まれたとき 印鑑
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書・印鑑
※加入の届出が遅れると、国保税がさかのぼって課税されることとなり、一時的に負担
が増える場合があります。

国保をやめるとき
こんなとき 届出に必要なもの

他の市区町村に転出するとき 保険証・印鑑
勤務先の健康保険に加入したとき（または被扶
養者になったとき）

国保と勤務先の保険証・印鑑

死亡したとき 保険証・葬祭を行う方名義の金融機関の
通帳・印鑑

生活保護を受けるようになったとき 保護開始決定通知書・印鑑
※届出をされないと、国保税は課税されたままになります。
※資格を喪失した日から国保の保険証は使えません。国保の保険証を使って診療などを
受けた場合は、町が負担した医療費を請求させていただくことがあります。

その他の届出
こんなとき 届出に必要なもの

住所・世帯主・氏名などが変わったとき 保険証・印鑑
世帯を分けたり、一緒にしたとき 保険証・印鑑
修学のため、他の市区町村に転出したとき　※ 保険証・在学証明書・印鑑

保険証をなくしたり、 汚れて使えなくなったとき 身分を証明するもの・使えなくなった保
険証・印鑑

※修学のため、他の市区町村に転出された方が、新しい年度の4月1日以降に引き続き学
生の場合は、再度届出が必要となります。

　国民健康保険の各種手続きの際は、届出書にマイナンバーを記載していただきますの
で、マイナンバー（個人番号カード、通知カードなど）と、本人確認ができるもの（免
許証、パスポートなど）を持参してください。
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国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

平
成
29
年
度
短
期
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業
の

申
込
受
付
を
開
始
し
ま
し
た

●
対
象
者

▼
久
万
高
原
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

・
久
万
高
原
町
国
民
健
康
保
険
に
継
続
し
て

１
年
以
上
加
入
し
て
い
る
方

・
受
診
日
に
お
い
て
、
満
40
歳
以
上
75
歳
未

満
の
方

・
平
成
29
年
度
に
町
が
行
う
人
間
ド
ッ
ク
お

よ
び
「
特
定
健
診（
住
民
健
診
な
ど
）」
を

受
診
し
て
い
な
い
方

・
久
万
高
原
町
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し

て
い
る
世
帯
に
属
す
る
方

▼
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
で
、
次
の
要

件
に
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

・
本
町
に
継
続
し
て
１
年
以
上
住
所
を
有
し

て
い
る
方

・
受
診
日
に
お
い
て
、
満
75
歳
以
上
の
方

・
平
成
29
年
度
に
町
が
行
う
人
間
ド
ッ
ク
、

「
特
定
健
診
（
住
民
健
診
な
ど
）」
ま
た

は
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が

実
施
す
る
「
健
康
診
査
（
住
民
健
診
な

ど
）」
を
受
診
し
て
い
な
い
方

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し
て
い

る
方

（
注
意
事
項
）

　

短
期
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
項
目
に
は
、
特

定
健
診
・
健
康
診
査
の
検
査
項
目
も
含
ま
れ

て
い
る
た
め
、
特
定
健
診
・
健
康
診
査
と
重

複
し
て
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
重
複
受
診
し
た
場
合
は
、
ド
ッ
ク
費
用
が

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
予
定
人
員　

１
０
０
名

●
自
己
負
担
額　
５
千
円
（
ド
ッ
ク
費
用
３
万
円

の
う
ち
２
万
５
千
円
を
助
成
し
ま
す
。）

●
受
診
医
療
機
関　

久
万
高
原
町
立
病
院

●
申
し
込
み
方
法

　

印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）
お
よ
び
保
険

証
を
持
っ
て
、
久
万
高
原
町
立
病
院
ま
た
は
住

民
課 

国
保
年
金
班
（
各
支
所
で
も
可
）
の
窓

口
で
申
し
込
み
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

住
民
課 

国
保
年
金
班


（
２
１
）
１
１
１
１（
内
線
１
３
９
・
１
２
４
）

　

４
月
28
日
～
30
日
に
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
み
か

わ
（
旧
美
川
ス
キ
ー
場
）
を
中
心
と
し
て
、「
久

万
高
原
ラ
リ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
29
日
に
町
役
場
前
に
て
セ
レ
モ
ニ
ア

ル
ス
タ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
午
前
８
時
半
に
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
カ
ー
が
ス
タ
ー
ト
、
午
前
９
時
か
ら

１
分
間
隔
で
ラ
リ
ー
カ
ー
が
通
常
走
行
で
ス
タ
ー

ト
す
る
予
定
で
す
。
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
み
か

わ
周
辺
か
ら
本
格
的
に
競
技
が
開
始
さ
れ
ま
す
の

で
、
沿
道
で
の
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、大
会
事
務
局（
松
山
オ
ー
ト
ク
ラ
ブ

竹
下（
０
８
９

－

９
５
８

－

３
０
８
９
））ま
で
。

２
０
１
７
年
全
日
本
ラ
リ
ー
選
手
権

第
３
戦
「
久
万
高
原
ラ
リ
ー
」（
町
後

援
）
開
催
の
お
知
ら
せ

まごころ銀行からお礼
久万高原町社会福祉協議会

次の方々からご寄附をいただきました。お礼申し上げます。

直　瀬 小川　秀隆 様 大　川 吉岡　武美 様

入　野 古田　邦博 様 仕　出 片岡　幸春 様

直　瀬 大野　康弘 様 柳井川 目戸　繁志 様

上畑野川 藤原　武夫 様 松山市 天野　哲弥 様

菅　生 清水　芳男 様
（３月１日～３月31日　受付分）
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美
し
い
自
然
環
境
を
次
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

下
水
道
を

　
　

大
切
に
し
ま
し
ょ
う

【問い合わせ先】
環境整備課 上下水道班
21－1111（内線203）

お風呂では・・・
　髪の毛や石けんなどの固形物を
流すと、固まってトラップや排水管が
詰まる原因になります。排水口の目
皿の上にたまった髪の毛などは、不
要となった歯ブラシでこまめにかき
取るようにしてください。

水洗トイレでは・・・
　水に溶けやすいトイレットペー
パー以外のティッシュペーパーや紙
オムツ、生理用品や異物、タオルや
下着などを流さないでください。汚
物が排水管内で詰まったり、処理
施設の故障の原因になります。

台所では・・・
　野菜クズ、割りばし、つま楊枝、ビ
ニール片などを流すと、トラップや排
水管が詰まる原因になります。また、
油類を流すと排水管に付着し、次第
に固まって詰まる原因になります。
　このほか、高濃度の薬品類を流す
と、排水管を溶かしたり、汚水の処理
を困難にします。

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

最近、タオルや下着などが
下水道に流されて処理場が
故障する原因になって困っ
ているよ。下水道は何で
も流せるものではあり
ません！

下水道は、自然や
人々の生活環境を
よりよいものにす
るための公共資産
なので、大切にし
ましょう！

役場からのお知らせ
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松
山
出
身
の
俳
人
・
正
岡
子
規

と
、
松
山
が
舞
台
と
な
っ
た
と
い

わ
れ
る『
坊
っ
ち
や
ん
』を
書
い
た

文
豪
・
夏
目
漱
石
、
２
人
と
同
い

年
で
子
規
の
功
績
を
後
世
に
伝
え

た
柳
原
極
堂
の
３
人
は
今
年
、
生

誕
１
５
０
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ

で
同
館
で
は
３
人
の
友
情
や
松
山

で
の
日
々
、
他
の
友
人
た
ち
と
の

交
流
を
新
収
蔵
資
料
や
３
人
の
日

用
品
な
ど
を
用
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
期
間　

４
月
29
日
（
土
・
祝
）

～
５
月
29
日
（
月
）

●
入
場
料　

大
人
４
０
０
円
、
65

歳
以
上
２
０
０
円
、
小
中
高
生

無
料

●
会
場　

子
規
記
念
博
物
館
（
松

山
市
道
後
公
園
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

子
規
記
念
博
物
館


０
８
９
（
９
３
１
）
５
５
６
６

　

県
で
は
、
県
庁
本
館
竣
工
88
年

の
米
寿
を
記
念
し
て
、
本
館
内
で

結
婚
式
を
挙
げ
る
カ
ッ
プ
ル
を
募

県
庁
本
館
で
結
婚
式
を
挙
げ
ま

せ
ん
か
？

募
集

松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館

子
規
・
漱
石
・
極
堂
生
誕
１
５
０

年
記
念
第
63
回
特
別
企
画
展

「
子
規
・
漱
石
・
極
堂

－

俳
句

革
新
の
地　

松
山

－

」

イ
ベ
ン
ト

集
し
て
い
ま
す
。

●
挙
式
日　

平
成
29
年
11
月
19
日

（
日
）

●
募
集
人
数　

１
組
程
度

●
実
施
方
法　

河
原
パ
テ
ィ
シ
エ・

医
療
・
観
光
専
門
学
校
の
学
生

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
結
婚
式

を
県
庁
本
館
内
で
実
施

●
費
用　

会
場
使
用
料
無
料
（
挙

式
に
要
す
る
実
費
は
自
己
負
担
）

●
募
集
締
切　
５
月
31
日
（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県 

広
報
広
聴
課


０
８
９
（
９
１
２
）
２
２
４
３

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
愛
顔（
え
が
お
）」あ
ふ
れ
る
感

動
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
・「
愛
顔（
え
が

お
）」の
写
真
募
集

　

県
で
は
７
月
31
日（
月
）ま
で
、

愛
顔
あ
ふ
れ
る
感
動
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
及
び
愛
顔
の
写
真
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

●
エ
ピ
ソ
ー
ド
部
門

・
自
身
の
体
験
に
基
づ
く
内
容
で

あ
れ
ば
ジ
ャ
ン
ル
は
不
問

（
募
集
部
門
）
一
般
、
高
校
生
以

下
の
２
部
門

（
応
募
規
定
）
日
本
語
で
８
０
０

広報広告

字
以
内（
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県 

文
化・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課


０
８
９
（
９
１
２
）
２
９
７
２

●
写
真
部
門

・
ジ
ャ
ン
ル
は
不
問

（
募
集
部
門
）
小
学
生
、
中
学
生

　

高
校
生
、
一
般
の
４
部
門

（
応
募
規
定
）
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
応
募
ま
た
は
メ
ー
ル
・

郵
送
も
可

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
学
）河
原
学
園
学
園
本
部


０
８
９
（
９
４
３
）
５
３
３
３

正岡子規（１８６７～１９０２）夏目漱石（１８６７～１９１６）柳原極堂（１８６７～１９５７）
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【
個
人
女
子
Ａ
級
】

　

優　

勝　

吉
田　

し
お
り

　

準
優
勝　

髙
木　

さ
く
ら
子

【
個
人
女
子
Ｂ
級
】

　

優　

勝　

中
川　

和
香

　

準
優
勝　

菅　
　

愛
結
実

▼
美
川
地
区
公
民
館
卓
球
大
会

　
（
３
月
５
日
／
美
川
中
体
育
館
）

【
団
体
男
子
１
部
】

　

優　

勝　

美
川
西
Ｂ

　

準
優
勝　

美
川
南
Ａ

【
団
体
男
子
２
部
】

　

優　

勝　

仕
七
川
Ｃ

　

準
優
勝　

美
川
西
Ｃ

【
団
体
女
子
の
部
】

　

優　

勝　

仕
七
川
Ａ

　

準
優
勝　

美
川
中
学
校
面
河

【
個
人
男
子
Ａ
級
】

　

優　

勝　

吉
田　

務

　

準
優
勝　

髙
橋　

大
輔

【
個
人
男
子
Ｂ
級
】

　

優　

勝　

中
岡　

孝
典

　

準
優
勝　

西
﨑　

伸
也

【
個
人
男
子
Ｃ
級
】

　

優　

勝　

髙
橋　

充
将

　

準
優
勝　

木
岡　

加
寿
樹

【
個
人
男
子
Ｄ
級
】

　

優　

勝　

西
﨑　

悠
人

　

準
優
勝　

土
井　

幸
二

スポーツ大会

結　果

SportsSports

広報広告

入賞された皆さん

▼
第
７
回
町
サ
ッ
カ
ー
協
会
杯
フ
ッ

　

ト
サ
ル
大
会
（
２
月
15
日
～
３

月
15
日
の
５
日
間
／
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
）

優　

勝　

久
万
Ｆ
Ｃ
Ｏ
Ｂ

準
優
勝　

上
浮
穴
高
校
Ａ

３　

位　

上
浮
穴
高
校
Ｂ

▼
第
24
回
町
長
杯
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
（
３
月
18
日
～

20
日
／
町
ラ
グ
ビ
ー
場
ほ
か
）

【
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
】

　

優　

勝　

市
立
尼
崎
高
校

　

準
優
勝　

岡
山
県
高
校
選
抜

【
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
】

　

優　

勝　

広
島
県
高
校
選
抜

　

準
優
勝　

高
知
県
高
校
選
抜

【
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
】

　

優　

勝　

岡
山
県
Ｕ
17

　

準
優
勝　

高
松
北
高
校

【
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
】

　

優　

勝　

徳
島
市
立
高
校

　

準
優
勝　
岡
山
工
業
・
松
山
工
業

【
Ｅ
ブ
ロ
ッ
ク
】

　

優　

勝　

関
西
大
倉
高
校

　

準
優
勝　

安
芸
南
高
校

▼
第
２
回
町
長
杯
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会（
女
子
）（
３
月
25
日

～
26
日
／
町
ラ
グ
ビ
ー
場
ほ
か
）

優　

勝　

石
見
智
翠
館
Ａ

準
優
勝　

愛
媛
ラ
ガ
ー
ル
Ａ熱戦だった女子の部の試合
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支
所
だ
よ
り

▼
柳
谷
支
所

― 
百
ケ
市
の
山
の
神
さ
ん 

―

　

柳
谷
地
区
に
は
、
多
く
の
山
の

神
さ
ん
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
の
一
つ
に
百
ケ
市
地
区
の
山

の
神
さ
ん
が
あ
り
ま
す
。
建
立
年

月
日
は
不
明
で
す
が
昭
和
33
年
頃

に
建
て
替
え
ら
れ
、
老
朽
化
に
伴

い
、
平
成
25
年
３
月
に
地
元
の
有

志
が
寄
付
金
を
つ
の
り
、
現
在
の

場
所
に
移
転
し
ま
し
た
。
毎
年
、

旧
正
月
の
１
月
20
日
に
お
祭
り
が

行
わ
れ
ま
す
（
今
年
は
２
月
16
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
）。　

　

百
ケ
市
自
治
会
の
方
は
「
山
の

神
さ
ん
は
女
の
神
様
な
の
で
す
。

木
を
ま
た
い
で
切
っ
て
い
る
と
、

女
の
神
様
が
お
怒
り
に
な
り
、
け

が
を
す
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ

り
ま
す
。
何
故
か
と
言
う
と
…

（
も
っ
と
詳
し
く
書
き
た
い
の
で

す
が
、
こ
れ
以
上
書
け
な
い
の
が

残
念
で
す
。）
昔
、
移
転
前
の
場

所
の
近
く
に
相
撲
場
が
あ
り
、
祭

の
時
に
は
子
ど
も
た
ち
が
よ
く
相

撲
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

中
津
の
旭
地
区
か
ら
、
お
も
ち
ゃ

な
ど
の
出
店
も
来
て
い
て
大
勢
の

人
達
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
百
ケ
市
・
奈
良
藪
両
地

区
合
わ
せ
て
７
人
の
方
が
参
列

し
、
中
に
は
こ
の
日
の
た
め
に
松

山
か
ら
お
孫
さ
ん
が
帰
ら
れ
て
い

た
方
も
お
り
、
一
緒
に
お
手
伝
い

を
し
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

こ
の
お
祭
り
も
高
齢
化
と
と
も

に
年
々
参
列
す
る
人
数
は
減
っ
て

き
て
い
ま
す
。
百
ケ
市
自
治
会
の

大
下
会
長
は
「
体
の
続
く
限
り
頑

張
っ
て
、
こ
の
祭
を
守
っ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
山
の
神
さ
ん
は
「
権
現
の

滝
」
か
ら
奈
良
藪
地
区
に
向
か
っ

て
車
で
３
分
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
山
仕
事
の
安
全
、
家
内
安
全

に
御
利
益
が
あ
り
ま
す
。
お
近
く

に
来
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
一
度
お
参
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。 
（
岩
市
）

ス　ギ ヒノキ
長さ 末口径 高値 曲 高値 曲

3.00

13  8,400  8,400 11,400 11,400
14  9,300  7,500 12,500 11,300
16 14,500 12,900 17,300 15,000

18－22 13,200 11,200 16,100 14,800
24上 13,200 11,200 17,000 15,600
30上 11,900 11,200 15,500 14,000

4.00

13 11,000 10,600 13,400 13,300
14－16 11,100  9,200 17,700 15,700
18－22 13,600 12,000 16,300 15,500
24 12,000 10,600

15,600 14,700
26－28 12,600 11,000
30上 12,100 11,700 16,000 15,900

6.00 18 16,000 14,000 25,000 22,000
24上 14,000 12,000 20,000 18,000

選　木 スギ ヒノキ マ　ツ
3.00 24上 14,100 25,000  8,000
4.00 24上 14,900 27,000 11,000
4.00 30上 13,500 28,000

市況
杉・檜とも全般に下降相場。
選木の元玉は、予尺をつけて造材をお願いし
ます。
出荷よろしくお願いします。

木 材 市 場 市 況
３月25日　1032回市【久万広域森林組合】３月15日に春季記念市が開かれました

百ケ市の山の神さん

搬出される100年を超えるスギ 高値が付きました

買い方でにぎわう久万広域
森林組合久万市場 （林業戦略課）
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－火災・救急・救助－

久万高原町消防
　　マスコットキャラクター

“スーパーダッシュくん”

119

【問い合わせ先】

消防本部・消防署
　21－2411

消防署美川支署
　56－0303

ホームページ
http://www.kumakogen.
jp/info/syobohonbu/
index.htm

消
防
だ
よ
り

あ
ん
ぜ
ん
あ
ん
し
ん

３月末現在の状況
火災     ２件
救急 131件
救助     ８件

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
（
以
下
、「
住
警
器
」
と

い
う
。）
は
、
煙
（
熱
）
を
感
知
し
、
火
災
が

発
生
し
た
こ
と
を
音
声
な
ど
の
警
報
に
よ
り

早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
こ

と
に
よ
り
、
初
期
消
火
や
避
難
、
１
１
９
番
通

報
な
ど
の
通
報
が
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

住
警
器
は
、
長
期
間
設
置
し
て
い
る
間
に
感

知
部
分
に
ほ
こ
り
や
汚
れ
が
付
き
、
煙
や
熱
を

感
知
し
に
く
く
な
る
ほ
か
、
誤
作
動
を
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
古
く
な
る
と
電
子

部
品
の
寿
命
や
電
池
切
れ
な
ど
に
よ
り
、
火
災

が
発
生
し
た
と
き
に
感
知
し
な
い
た
め
非
常
に

危
険
で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
効
果
を
発
揮
す
る
た
め

に
も
、
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
点
検
を
し

ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
　

維
持
管
理
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

住警器が鳴ったら、
落ち着いて行動しま
しょう

　住警器が鳴った段階では、どの部
屋でどのくらいの規模の火災が発生
しているかわかりません。避難する
方向・経路など周囲を確認して落ち
着いて行動しましょう。

!
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日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

広報 久万高原４月号 24

※掲載している行事などは、都合により変更する場合
　があります。詳しくはお問い合わせください。

2017　5 月の予定

児童書 よみもの

『ふたりユースケ』
三田村信行／作
大沢幸子／絵
理論社
　山間の町に引っ越した小川
ユースケは、伝説の神童だっ
たが２年前に川で溺れた大川
ユースケの生まれ変わりだと
騒がれる。最初は気にしない
ユースケだったが、だんだん
周りのペースに巻きこまれて…。ゴースト・ストーリー。

児童書 絵本

一般書 小説

『騎士団長殺し
 　第１部・第２部』
村上春樹／著
新潮社
　私は狭い谷間の入り口近く
の、山の上に住んでいた。夏
には谷の奥の方でひっきりな
しに雨が降ったが、谷の外側
はだいたい晴れていた。それ
は孤独で静謐な日々であるは
ずだった。騎士団長が顕れるまでは…。

一般書 小説

『星に願いを、そして手を。』
青羽悠／著
集英社

　中学生の頃、４人の親友を
繫げていたのは「宇宙」への
果て無き好奇心だった。やが
て離れ離れになった彼らは大
人になり、それぞれ別の道を
歩いていたが、大切な人の死
をきっかけに再開し…。〔第29回小説すばる新人賞〕

おすすめ　新刊案内

木の香り漂う優しい空間

小さな町の図書館だより

久万高原町立図書館

【開館時間】午前９時30分～午後６時
TEL：５０－０４１５　FAX：５０－０４１６

ホームページ／http://www.kumakogen.jp/culture/tosyo/index.html

『ともだちのひっこし』
宮野聡子／作
ＰＨＰ研究所

　赤ちゃんのときから仲良し
だった、大好きな友だちのと
もちゃんが引っ越すことに
なってしまいました。それを
知ったゆうちゃんは、“さよ
うなら”を言うのが嫌で、ともちゃんと遊ばなくなり…。

２
０
１
７　

こ
ど
も
の
読
書
週
間

　
　

４
月
23
日 （
日
） 

～ 

５
月
12
日 （
金
）

定休館日 手芸すずらん
祝日休館

憲法記念日

祝日休館

みどりの日

祝日休館

こどもの日
おはなし会

定休館日 古典学習
やまびこ

（直瀬）

やまびこ

（美川）

定休館日 手芸すずらん
やまびこ

（明神・父二峰）
ブックスタート

やまびこ

（面河）
おはなし会

定休館日

第三日曜日
定休館日 ささゆり読書会

やまびこ

（畑野川）

やまびこ

（美川・柳谷）

月末整理日

休館日

定休館日

標語
「小さな本の大きなせかい」

　

子
ど
も
が
持
て
る
小
さ
な
本
に
広
が
る
、
お
お
き
な

世
界
を
感
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
世
界
を
体
験
し
、
心
が
大

き
な
人
間
に
な
る
よ
う
に
と
思
い
、
そ
ん
な
気
持
ち
で

考
え
ま
し
た
。
こ
こ
ろ
を
豊
か
に
す
る
一
冊
に
出
会
え

る
よ
う
に
祈
っ
て
ま
す
。 

〈
標
語
入
選
者
の
こ
と
ば
よ
り
〉

☆「子どもにおすすめの本」の展示・貸出
☆本の交換市
☆雑誌ふろくのプレゼント
　 （※なくなり次第終了）

◇期間中の催し◇
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みんなで一緒に

健康づくり
久万保健センター

TEL︰21－2700　FAX︰21－0934
平成29年度乳幼児健診の日程が決まり

ましたのでお知らせします。

乳幼児健診に
行こう！

平成２９年度から5歳児健診が始まります！
　３歳以降のお子さんは、保育園や幼稚園など
の集団生活を通じて、先生やお友だちとの関係
など社会生活が豊かに広がり、心身ともに大き
く成長する時期です。そこで、小学校入学まで
１年余りとなる大切な時期である５歳（年中
児）のお子さんを対象に、新たに『５歳児健

診』を実施します。これを機会に、家庭や園で
のお子さんの様子を園の先生方と一緒に確認
し、お子さんのさらなる成長を促すきっかけに
つなげたいと考えています。
　日程や内容など詳しくは、広報９月号に掲載
しますのでご覧ください。

健診では専門の先生が様 な々相談に対応します。
お子さんの成長・発達の確認にぜひお越しください。
対象月以外にも気になることがありましたらお気軽に
ご相談ください。

乳幼児健診予定表

【場所】久万保健センター

【受付時間】午後０時半～午後１時

＊費用は無料です。
＊お子さんが対象となる月には、
　郵送にて個別にご案内をします。

健診開催日
対象となるお子さんの誕生日

３～４か月児 ６～７か月児 ９～10か月児 １歳６か月児 ３歳児
H２９年
� 4月２0日

H27.8.24�～
� H27.10.20

H25.8.24�～
� H25.10.20

� 5月1８日 H28.12.24～
� H29.2.18

H28.9.24�～
� H28.11.18

H28.6.24�～
� H28.8.18

� 6月２９日 H29.2.19�～
� H29.3.29

H28.11.19�～
� H28.12.29

H28.8.19�～
� H28.9.29

H27.10.21�～
� H27.12.29

H25.10.21�～
� H25.12.29

� ８月２4日 H29.3.30�～
� H29.5.24

H28.12.30�～
� H29.2.24

H28.9.30�～
� H28.11.24

H27.12.30�～
� H28.2.24

H25.12.30�～
� H26.2.24

� 10月1９日 H29.5.25�～
� H29.7.19

H29.2.25�～
� H29.4.19

H28.11.25�～
� H29.1.19

H28.2.25�～
� H28.4.19

H26.2.25�～
� H26.4.19

� 1２月14日 H29.7.20�～
� H29.9.14

H29.4.20�～
� H29.6.14

H29.1.20�～
� H29.3.14

H28.4.20�～
� H28.6.14

H26.4.20�～
� H26.6.14

H30年
� ２月２２日

H29.9.15�～
� H29.11.22

H29.6.15�～
� H29.8.22

H29.3.15�～
� H29.5.22

H28.6.15�～
� H28.8.22

H26.6.15�～
� H26.8.22



くらしの情報

広報 久万高原４月号 26

※掲載している行事は、都合で変更する場合があります。※掲載している行事は、都合で変更する場合があります。

■お知らせ
町ではごみの堆肥化・減量に役立てていただくため、
生ごみ処理容器（コンポスト）などの購入の補助を
行っています。
問い合わせ︰役場環境整備課　環境衛生班
　　　　　　TEL 21－1111（内線204）

5月くらしのカレンダー 休日当番医医

1 月
◆紅葉の会in入野福祉館／19時～21時
／入野福祉館

2 火

3
憲法記念日

水 医久万高原町立病院� 　21-1120　　21-1121

4
みどりの日

木 医直瀬クリニック� 　31-0011　　31-0011

5
こどもの日

金 医吉村医院� 　54-2050　　54-2065

6 土

7 日 医うつのみや内科� 　21-3353　　21-3352

8 月

◆弁護士法律相談／10時～15時／久万
町民館

◆司法書士法律相談／10時～正午／社
協本所

9 火

10 水

11 木
◆住民健診／8時～10時／東川健康増進
センター

12 金

13 土

14 日 医久万高原町立病院� 　21-1120　　21-1121

15 月

16 火
◆住民健診／8時～10時／面河住民セン
ター
◆紅葉の会／10時～正午／久万保健セ
ンター�

17 水
◆はつらつサークル／14時～16時／久
万保健センター
◆献血／9時～17時／役場本庁ほか

18 木 ◆乳児健診／12時半～13時／久万保健
センター

19 金
食育の日
◆住民健診／8時～10時／西谷生活改善
センター

20 土 ◆久万美アート夜話（第59夜）／19時
～／久万美術館

21 日

◆石鎚山系元気ウォーキング大会／11
時スタート／瓶ヶ森
◆石窯パン作り体験／10時～／久万農
業公園TEL41-0040（要予約）

医直瀬クリニック� 　31-0011　　31-0011

22 月 ◆心配ごと相談／9時～正午／社協本
所・社協柳谷支所

23 火 ◆妊婦教室／10時～正午／Happy　House

24 水 ◆ソーシャルクラブ（お出かけ）／9時
半～16時

25 木

26 金 ◆住民健診／8時～11時／入野福祉館

27 土
環境美化の日
◆宙ガールの観測会／19時～／天体観
測館

28 日

◆門前市　遊食祭くまくるまるしぇ／
10時～14時／久万町商店街
◆住民健診・歯周病検診／8時～11時／
産業文化会館
◆禁煙相談／11時～14時／ふれあい
ロード
◆星の講演会／14時～／天体観測館
医久万高原町立病院� 　21-1120　　21-1121

29 月 ◆住民健診／8時～10時／こかげ

30 火

31 水
世界禁煙デー
◆はつらつサークル／14時～15時半／
久万保健センター

5月の町税等の納付
口座振替　5月25日㈭
納 期 限　5月31日㈬
納期限内に納めましょう
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雪
達
磨
し
て
ゐ
る
子
等
に
山
暮
れ

ぬ 

土
居　

静
香

玉
垣
の
人
の
名
し
の
ぶ
梅
の
花

 

古
田　

信
子

早
春
の
深
更
の
月
冴
え
ざ
え
と

 

正
岡
ゆ
た
か

六
花
舞
ふ
山
興
す
兄
葬
送
す
 

増
田
美
恵
子

雪
嶺
を
屏
風
囲
ひ
に
雛
飾
る

 

大
野　

良
子

は
だ
ら
雪
崩
す
農
機
の
動
き
だ
す

 

大
原　

五
月

稀
勢
の
里
春
場
所
元
気
皆
は
待
つ

 

松
岡
八
重
子

新
樹
会

無
残
な
り
椎
茸
駄
場
に
猿
の
影

 

小
森　

春
雄

菜
の
花
や
曾
孫
元
気
に
宮
参
り

 

鈴
木　

俊
子

頼
政
公
の
威
徳
偲
び
つ
花
手
折
る

 

田
内
冨
美
子

春
風
や
気
ま
ま
に
余
生
農
閉
じ
る

 

岡
田
百
合
子

軒
下
に
色
と
り
ど
り
の
ひ
な
飾
り

 

中
野　
　

榮

四
方
の
山
雪
煙
立
ち
里
静
か

 

池
田
イ
セ
ヨ

三
椏
俳
句
会

あ
ざ
み
句
会

背
伸
し
て
歌
う
唱
歌
や
梅
開
く

 

篠
崎
喜
代
子

斈ま
な

窓び
や

を
親
元
離
れ
春
蛍

 

山
村　

治
夫

冬
鳥
が
気
に
な
る
人
の
声
で
鳴
き

 

藤
代　

恭
弘

年
経
る
ほ
ど
わ
が
存
在
の
薄
く
な

り
子
に
従
ひ
て
今
日
も
過
ぎ
た
り

 

東
倉
紀
美
子

住
む
人
の
ゐ
な
い
団
地
に
葛
の
這

ひ
踏
め
ば
音
す
る
行
き
も
帰
り
も

 

窪
田　

勝
子

鎌
さ
き
に
顔
の
ぞ
か
せ
る
蕗
の
薹

鎌
を
休
め
て
そ
つ
と
手
に
と
る

 

松
下
日
出
夫

植
ゑ
し
覚
え
な
き
ま
ま
に
福
寿
草

五
輪
咲
き
つ
ぐ
庭
の
真
中
に

 

森
川　

信
子

去
年
の
夏
の
軍
艦
岩
を
背
に
し
つ

つ
鮎
つ
り
し
一ひ

と

日
を
懐
し
み
を
り

 
棟
田　

鮎
男

野
芥
子
短
歌
会

春
が
来
た
高
原
の
町
の
久
万
の
里

ひ
な
人
形
が
見
事
に
並
ぶ

 

窪
田　

正
雄

何
鳥
が
啄
み
た
り
し
か
白
万
両
朝

の
甃し

き

石い
し

に
散
ら
ば
る
玉
実

 

松
下
や
す
子

大
川
嶺
春
ま
だ
浅
き
晴
天
に
残
雪

光
り
風
の
寒
さ
よ

 

窪
田　

和
香

庭
の
上
土
を
吹
き
上
げ
雪
乱
れ
荒

る
る
風
立
つ
峡
の
ひ
す
が
ら

 

尾
形　

冴
子

カ
ッ
ト
　
浮
田
　
　
博
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▼
１
年
前
に
広
報
担
当
に
な
っ
て

か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
１
年
が
過

ぎ
、
め
で
た
く
（
？
）
２
年
目
に

突
入
し
ま
し
た
。
何
を
伝
え
、
何

を
導
き
出
し
た
い
の
か
を
考
え
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
役
場
の
組
織
が
、
町
政

が
目
指
す
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
に

向
け
て
一
部
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
町
を
次
世
代
に
つ
な
い
で
い

く
た
め
の
動
き
を
今
後
も
追
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

（
渡
部
）

編
集
後
記

人口（３月末現在） 前月比
男性 4,071人（11人） －31人
女性 4,600人（24人） －28人
合計 8,671人（35人） －59人

世帯（３月末現在） 前月比
4,551戸（30戸） －13戸

※注　外国人の方を含めています。（　）は外国人数

人のうごき（３月）
出生 死亡 転入 転出

2人 21人 29人 69人

ここって
すばらしい！

自治会の旅　122

新田さん

　

本
組
上
自
治
会
は
、
先
頃
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
た
明
神
小
学

校
が
建
つ
高
台（
双
葉
ヶ
丘
）周
辺

か
ら
、
国
道
33
号
へ
南
東
に
広
が

る
集
落
で
、
二
区
構
成
で
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
区
宮
ノ
脇
に
は
お
天
神
さ

ん
、
二
区
屋
敷
場
に
は
新
田
さ
ん

と
い
う
神
様
を
お
ま
つ
り
し
た
祠

（
ほ
こ
ら
）が
あ
り
、
夏
に
は
一

堂
に
会
し
て
地
域
の
繁
栄
と
息
災

を
祈
願
し
、
食
事
や
お
酒
を
楽
し

み
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
秋
の
お
祭
り
の
際
に
は
御
旅

所
と
し
て
重
要
な
拠
点
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
活
動
と
し
て

は
、
春
・
秋
の
道
つ
く
り
、
奈
良

原
相
撲（
本
組
下
組
と
一
緒
の
子

ど
も
相
撲
）、
明
神
秋
季
大
運
動

会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
こ
れ
ら

の
地
域
行
事
の
実
施
も
困
難
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
近
年
建
設

さ
れ
た
町
営
住
宅
に
よ
り
、
世
帯

数
の
増
加
と
い
っ
た
嬉
し
い
要
素

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
同
様
、
助
け
合
い
の

精
神
で
組
の
活
動
を
維
持
し
て
い

く
所
存
で
す
。

自治会の皆さんお天神さん

集落の様子

久万地区
本組上自治会（38戸）


